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観
光
大
洲
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま

し
た
。
内
伊
予
の
小
京
都
H

と
い
う
だ
け
で
、
と
り
わ
け
特
徴

の
な
か
っ
た
大
洲
に
、
「
う
か
い
」
と
い
う
夏
の
一
大
行
事
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
今
で
こ
そ
大
洲
の
夏
の
代
名
詞
と
な
っ
た

コ
っ
か
い
」
で
す
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
は
、
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

昨
年
、
三
十
二
年
間
の
ウ
匠
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
た
三
瀬

秋
偉
さ
ん
も
、
「
う
か
い
」
の
計
画
が
持
ち
上
り
懇
請
を
う
け
た

時
に
は
全
く
の
素
人
。
加
え
て
、
当
時
の
肱
川
漁
協
に
は
、
川

で
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
組
合
員
も
多
く
、
漁
協
と
の
話
し
合

い
も
な
か
な
か
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
決
し
て
順
風
満
帆
の
船
出
と
は
言
え
な
い
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
関
係
者
た
ち
の
献
身
的
な
努
力
で
、

H

大
洲

の
う
か
い
H

は
少
し
ず
つ
自
力
を
つ
け
て
行
き
ま
し
た
。
昭
和

四
十
一
年
に
は
、

N
H
K朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
お
は
な
は
ん
」

が
放
映
に
な
り
、
大
洲
へ
の
観
光
客
も
急
増
。
う
か
い
客
も
、

翌
年
に
は
二
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

う
船
一
隻
、
屋
形
船
十
二
隻
で
始
ま
っ
た

H

大
洲
の
う
か
い
ω

ー

も
、
今
で
は
う
船
三
隻
、
屋
形
船
六
十
六
隻
を
か
か
え
る
ま
で

に
至
り
、
臼
本
三
大
う
か
い
に
も
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

H

お
は
な
は
ん
山
内
謙
太
郎
μ

な
ど
の
名
を
位
け
ら
れ
た

主
役
の
ウ
た
ち
は
、
全
部
で
十
五
羽
。
今
年
も
、
紅
提
灯
の
下

で
見
事
な
勇
姿
を
披
露
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
コ
っ
か
い
」
も
、
六
月
一
日
の
開
幕
で
す
。

コ
っ
か
い
」
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
大
洲
市
観
光
協
会

ま
で
。
官
⑪
2
6
6
4

今月号の主な内容

0ミス大洲に森さん……P2 

0国民文化祭愛媛90......P2 

0市政モニター募集…..p3 

0この社会あなたの税が

生きている・H ・H ・..…P4 

0萎沈顕彰碑建立....・H ・.p5 

0地域保育センターを開設

…P 6 



四
年
ぶ
り
に
ミ
ス
大
洲
を
選
ぶ
「
平

成
二
年
度
ミ
ス
大
洲
選
考
大
会
」
が
、

四
月
二
十
二
日
、
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
は
、
市
内
在
住
や
市

内
に
勤
務
し
て
い
る

O
L
ら
、
十
八
歳

か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
美
女
二
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
一
次
審
査
で
は
、
ま

ず
浴
衣
姿
で
登
場
。
動
作
、
着
こ
な
し
、

全
体
の
ム

l
ド
な
ど
、
細
か
い
審
査
が

行
わ
れ
、
十
人
が
二
次
審
査
へ
進
出
し

ま
し
た
。

会
場
に
つ
め
か
け
た
約
二
百
五
十
人

の
観
客
が
見
守
る
中
、
二
次
審
査
は
洋

装
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
甲
乙
つ
け
が
た

い
美
女
の
競
演
に
、
十
五
人
の
審
査
員

平成2年6月1日おおず広報

も
困
惑
気
味
。
長
時
間
に
わ
た
る
審
査
対

の
結
果
、
ミ
ス
大
洲
に
は
、
中
央
公
民
…

館
勤
務
の
森
聡
美
さ
ん
(
お
歳
H
H
柚
木
…
J

I)
、
準
ミ
ス
に
は
、
伊
予
銀
行
大
洲
…
一
…

本
町
支
底
勤
務
の
桝
原
幸
恵
さ
ん
(
引
開
国
民
文
化
祭
は
、
地
域
文
化
の
発
展

歳
H
H
平
野
町
日
)
、
大
洲
記
念
病
院
勤
…
一
…
を
目
的
と
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
の
祭

務
の
井
上
美
智
子
さ
ん
(
幻
歳
H
柚
木
附
典
で
す
。
第
一
回
が
昭
和
六
十
一
年
に

H
)
の
二
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
…
一
…
東
京
で
開
催
さ
れ
た
後
、
毎
年
各
県
持

森
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
健
康
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
文

美
人
。
準
ミ
ス
の
二
人
と
共
に
、
今
後
、
時
化
の
国
体
し
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
観
光
行
事
や

P
R
活
動
な
ど
に
参

W

第
二
回
熊
本
県
、
第
三
回
兵
庫
県
、
第

加

し

ま

す

。

一

円

四

回

埼

玉

県

に

続

き

、

今

年

、

第

五

回

相
国
民
文
化
祭
が
本
県
で
聞
か
れ
る
こ
と

，
人
い
に
な
り
ま
し
た
。

ー
…
今
年
の
文
化
祭
は
、
「
架
け
よ
う
l

文

ー
…
化
の
橋
・
交
流
の
橋
」
を
テ

i
マ
に
、
十

間

国

民

文

化

祭

の

主

な

事

業

時
叩
月
叩
日
(
金
)
開
会
式
・
オ
l
プ

日
仏
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
県
民
文
化

前
会
館
メ
イ
ン
ホ

i
ル
)

…
~
…
叩
月
却
日
(
土
)
世
界
の
名
曲
を
歌

…
日
お
う
(
今
治
市
公
会
堂
)

…
一
…
叩
月
幻
自
(
日
)
民
話
演
劇
祭
(
南

山
予
文
化
会
館
大
ホ
!
ル
)
、
大
茶
会
(
南

ー
…
楽
園
)
、
世
界
凧
合
戦
(
五
十
崎
町
)

州
叩
月
2
日
(
月
)
文
芸
大
会
(
県
民

…v
文
化
会
館
メ
イ
ン
ホ
l
ル
)

…rum月
お
日
(
火
)
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ユ

帖

l
ジ
y
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
大
洲
市

州
民
会
館
)
、
国
際
H
A
I
K
U
大
会
(
県

州
民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
!
ル
)

…
日
叩
月
白
日
(
水
)
湯
け
む
り
シ
ン
ポ

制
ジ
ウ
ム
(
松
山
市
民
会
館
ほ
か
)

ー
…
叩
月
白
日
(
木
)
全
国
能
楽
フ
ェ
ス

準ミス大洲

V 桝原幸恵さん

ミス大)JIIII

企森聡美さん

準ミス大洲

、V井よ美智子さん

第
五
回

国
民
文
化
祭
• 

愛
媛
切

月
十
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
十
日

間
、
県
内
全
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

瀬
戸
内
海
、
温
泉
、
み
か
ん
な
ど
、

愛
媛
ら
し
さ
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

三
十
一
事
業
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
主

な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
パ
ル
(
県
民
文
化
会
館
)

叩
月
お
日
(
金
)
町
並
み
文
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
(
内
子
町
、

l
U
日
ま
で
)

叩
月
訂
日
(
土
)
全
国
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
祭
典
(
松
山
市
民
会
館
大
ホ
!
ル
)

お
さ
か
な
グ
ル
メ
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
城
辺

町
社
会
福
祉
会
館
)

叩
月
郡
白
(
日
)
閉
会
式
・
グ
ラ
ン

ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
(
県
民
文
化
会
館
メ
イ

ン
ホ
l
ル
)

叩
月
却
日

i
U
日
全
国
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
展
(
川
之
江
市
民
体
育
館
ほ
か
)

全
国
イ
ラ
ス
ト
展
(
県
民
文
化
会
館
真

珠
の
間
)
な
ど

※
詳
し
く
は
、
第
五
回
国
民
文
化
祭
愛

媛
県
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
(
宮
0

8
9
9
⑪
2
1
1
1
内
線
三
七
六
j
三
七
八
)

2 -
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大
洲
市
で
は
、
市
政
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
集
め
、
市
政
の
効
率
的
な
運
営
に
生
か
し
て
い
く
た

め
に
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

予
定
人
員
は
二
十
人
で
、
う
ち
十
三
人
程
度
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
す
る
計
画
で
す
。
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
設
置
目
的
}

市
民
の
す
ぐ
れ
た
意
見
や
要
望
な
ど

を
市
政
の
上
に
反
映
さ
せ
、
行
政
施
策

の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。

{
モ
ニ
タ
ー
の
資
格
}

O
満
二
十
歳
以
上
の
市
民
で
、
市
議
会

議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
。

O
原
則
と
し
て
、
国
・
県
・
市
に
直
接

関
係
す
る
公
職
に
つ
い
て
い
な
い
人
。

O
高
い
識
見
を
も
ち
、
常
に
市
政
の
進

展
に
熱
意
と
関
心
を
有
し
て
い
る
人
。

{
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
}

任
期
は
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。
た
だ

し
、
今
年
は
、
七
月
に
委
嘱
の
予
定
で

す。{
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
一

O
随
時
報
告
一
市
政
全
般
に
関
す
る
率

直
で
建
設
的
な
意
見
を
無
課
題
で
自
由

に
書
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。

O
モ
ニ
タ
ー
会
議
一
任
期
中
二
、
三
回

聞
か
れ
る
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
に

出
席
し
て
、
市
の
提
案
し
た
特
定
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
す

0

0
市
が
質
問
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
町

に
対
し
て
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
市
が
必
要
と
認
め
た
各
種
行
事
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

{
そ
の
他
}

O
市
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
必
要
と
思

わ
れ
る
市
政
資
料
を
提
供
し
ま
す
。

O
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
出
席
時
の
謝
礼
、

交
通
費
及
び
報
告
書
に
関
す
る
通
信
費

は
市
が
負
担
し
ま
す
が
、
そ
の
他
、
一

般
活
動
に
つ
い
て
は
無
報
酬
で
す
。

〔
応
募
方
法
・
期
限
】

官
製
は
が
き
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記
あ
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。
期
限
は
六
月
三
十
日

(
土
)
(
必
着
の
こ
と
)
で
す
。

【
応
募
先
・
問
い
合
せ
先
}

干
市
大
洲
市
大
洲
六
九

O
の一

大
洲
市
役
所
企
画
情
報
課

宮

@
2
1
1
1
内
線
3
4
1

監
視
員
・
事
務
員
を
募
集
/

!
運
動
公
園
水
泳
プ

l
ル

|

運
動
公
園
水
泳
プ
l
ル
の
オ
ー
プ
ン

を
前
に
、
監
視
員
と
事
務
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

監
視
員
約
三
十
人

事
務
員
約
八
人

募
集
対
象
高
校
生
(
学
校
長
の
許
可

及
び
保
護
者
の
同
意
を
得
た
者
に
限
る
)
、

大
学
生
(
短
大
生
を
含
む
)
、
一
般
(
原

則
と
し
て
叩
歳
未
満
)

雇
用
期
間

7
月
1
日
1
8
月
白
日

9
時
1
口
時

※
た
だ
し
、

7
月
お
日
1
8
月
初
日
の

聞
は
、

9
時
i
口
時
却
分
と
日
時
i
四

時
加
分
の
二
交
代
制
。
(
休
み
は
、
お

盆
の
聞
を
除
き
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
間

募
集
人
員

決~ミタ

に
交
代
で
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
)

申
込
期
限
及
び
方
法

6
月
日
日
(
金
)

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
先
大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
体
育
課
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
9

水
泳
プ

l
ル
は

7
月

1
日

3 ~ 

オ
ー
プ
ン
で
す
/

三

E 

E 

= 
主

= 

主

= 

主

= 

= 

= 

三

三

= 

= 

点
訳
奉
仕
員
を
養
成

H

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
ω

視
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
点
訳
奉
仕
員
の
養
成
事
業
を
次

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
視
覚
障
害
者

の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
お
持
ち
の
人

は
、
よ
い
機
会
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
刊
日
(
土
)
1
8
月
日
日

(
土
)
の
聞
の
毎
週
土
曜
日
(
計

日

回

)

日

時

1
日
時

場
所
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

申
込
先
大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5
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六
月
は
、
市
・
県
民
税
を
納
め
る
月

で
す
。

A
7
年
度
も
、
昨
年
に
引
き
続
い

て
地
方
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
基
礎
控
除
額
な
ど
の
引
き
上
げ

基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
控
除
額
及
び

扶
養
控
除
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
万
円
ず

つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
割
増
扶
養

控
除
の
創
設

年
齢
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の

扶
養
親
族
で
あ
る
特
定
扶
養
親
族
に
つ

い
て
は
、
扶
養
控
除
額
を
三
十
五
万
円

と
す
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
配
偶
者
特
別
控
除
の
引
き
上
げ

山
控
除
限
度
額
が
十
四
万
円
か
ら
三
十

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

凶
合
計
所
得
金
額
の
要
件
が
八
百
万
円

か
ら
一
千
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た。山
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
、

控
除
額
を
一
万
円
刻
み
か
ら
五
万
円
刻

み
で
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
障
害
者
控
除
額
な
ど
の
引
き
上
げ

障
害
者
控
除
額
、
寡
婦
(
寡
夫
)
控

除
額
及
び
勤
労
学
生
控
除
額
が
、
そ
れ

ぞ
れ
二
万
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た。五

控
除
対
象
配
偶
者
な
ど
の
所
得
要

件
の
緩
和

配
偶
者
控
除
又
は
扶
養
控
除
の
適
用

対
象
と
な
る
者
の
所
得
要
件
が
、
所
得

の
種
類
に
か
か
わ
り
な
く
三
十
五
万
円

以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

六
事
業
専
従
者
控
除
額
の
引
き
上
げ

白
色
申
告
者
の
事
業
専
従
者
控
除
の

控
除
限
度
額
が
、
配
偶
者
の
場
合
六
十

万
円
か
ら
八
十
万
円
に
、
配
偶
者
以
外

の
場
合
四
十
五
万
円
か
ら
四
十
七
万
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

七
寡
婦
控
除
の
特
別
加
算
制
度
の
創

設
夫
と
死
別
し
、
又
は
夫
と
離
婚
し
た

後
婚
姻
を
し
で
い
な
い
寡
婦
の
う
ち
、

扶
養
親
族
で
あ
る
子
を
有
し
、
か
っ
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
三
百
万
円
以

下
で
あ
る
も
の
に
係
る
寡
婦
控
除
額
に

四
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

八
寄
付
金
に
係
る
所
得
控
除
の
創
設

納
税
義
務
者
の
住
所
所
在
の
都
道
府

県
共
同
募
金
会
に
対
し
て
、
十
万
円
を

超
え
る
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
寄
付
金

控
除
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
給
与
所
得
控
除
の
最
低
控
除
額
の

引
き
上
げ

給
与
所
得
控
除
の
最
低
控
除
額
が
五

十
七
万
円
か
ら
六
十
五
万
円
に
引
き
土

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
内
労
働
者
な
ど
の
事
業
所

得
な
ど
に
係
る
必
要
経
費
の
最
低
保
障

額
も
五
十
七
万
円
か
ら
六
十
五
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

十

そ

の

他

山
障
害
者
の
範
囲
の
拡
大

間
資
産
合
算
課
税
制
度
の
廃
止

間
有
価
証
券
譲
渡
益
課
税
の
改
正

凶
同
居
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
係
る
扶

養
控
除
額
な
ど
の
引
き

K
げ

同
非
課
税
措
置
の
基
準
の
引
き
上
げ
や

(
均
等
割
が
二
十
五
万
六
千
円
か
ら
二
戸

十
七
万
二
千
円
に
、
所
得
割
が
二
一
十
二
円

万
円
か
ら
三
十
四
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
門

引

き

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

)

~

~
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

A
7

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
一
年
十
月

A

一
十
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
6
・
2
一
て
、
川
之
江
市
で
開
催
予
定
の

H

全
国

4

7

・

2

4

8

日

ペ

ー

パ

ー

ク

ラ

フ

ト

展

H

へ
の
参
加
作

日
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
応
募
資
格
個
人
で
も
学
校
単
位
な
ど

一
の
グ
ル
ー
プ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た

出
だ
し
紙
工
芸
な
ど
を
職
業
と
す
る
人
は

門
除
き
ま
す
よ
締
切
は
七
月
三
十
一
日
)

内
応
募
点
数
な
ど
-
人
(
一
グ
ル
ー
プ
)

何

A

二
点
以
内
。
紙
を
主
材
料
に
し
た
創
作

一
作
品
で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
の

吋
※
詳
し
く
は
、
第
五
同
国
民
文
化
祭
愛

中
媛
県
実
行
委
員
会
事
務
局
「
全
国
ぺ
ー

や
パ

l
ク
ラ
フ
ト
展
L

係
ま
で
(
宮
0
8

一
9
9
⑪
2
1
1
1
内
線
2
1
7
6
1
2
1
7
8
)

{
全
国
イ
ラ
ス
ト
展

百
「
全
国
イ
ラ
ス
ト
展
」
は
、
十
月
-
一

一
十
日
か
ら
一
一
十
七
日
に
か
け
て
、
県
民

~
文
化
会
館
で
聞
か
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て

日
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
応
募
資
格
職
業
作
家
で
な
い
人

ヂ
応
募
点
数
な
ど
一
人
(
一
点
以
内
で
未

日
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
使

品
目
材
料
は
自
由
で
す
が
、
平
面
に
限
り

市
ま
す
。
(
応
募
締
切
は
七
月
二
一
十
-
日
)

百
※
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
「
八
王
国
イ
ラ

一
ス
卜
展
L

係
ま
で
(
宮
0
8
9
9
ω
2

~
1
1
1
内
線
2
1
7
4
・
2
1
7
8
)

市税納期一覧表

税 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 l期 2期 3期 4期

市県民税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国保税 1期 2期 3期 4期 5耳目 6期

一

平成 2年度

作
品
募
集
の
ご
案
内

ー
国
民
文
化
祭

全
国
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
展

4 



おおず

萎
涜
顕
彰
碑
建
立

文
化
・
こ
こ
ろ
の
交
流
は
時
代
を
越
え
て
・
:

広報

「
日
本
朱
子
学
の
父
」
と
称
さ
れ
る

儒
学
者
萎
抗
(
か
ん
は
ん
、
一
五
六
七

1
二
ハ
一
八
)
の
顕
彰
碑
が
、
市
民
会

館
前
に
建
立
さ
れ
、
三
月
十
一
日
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

萎
坑
は
、
一
五
九
七
年
十
月
、
豊
臣

秀
吉
の
朝
鮮
侵
攻
に
伴
い
、
当
時
の
大

洲
城
主
・
藤
堂
高
虎
の
軍
に
捕
え
ら

れ
、
大
洲
に
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲

で
十
ヵ
月
間
幽
閉
さ
れ
た
後
、
京
都
・

伏
見
城
に
移
さ
れ
、
一
六

O
O年
、
故

平成2年 6月1日

国
へ
の
帰
還
を
果
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
伏
見
で
は
、
藤
原
怪
空
間
ら
と
交
流

を
重
ね
、
朝
鮮
儒
学
を
伝
授
し
ま
し
た
。

藤
原
慢
宿
は
、
後
に
江
戸
儒
学
の
開
祖

と
な
っ
た
人
で
す
。

今
回
の
顕
彰
碑
建
立
は
、
「
一
安
坑
記

念
碑
を
建
て
る
会
」
(
辛
基
秀
代
表
)

を
中
心
と
し
た
関
係
者
た
ち
の
長
年
に

渡
る
努
力
が
実
っ
た
も
の
で
、
除
幕
式

に
は
日
韓
両
国
か
ら
百
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

y 
、中

韓
国
側
か
ら
は
、
萎
坑
の
出
身
地
で

あ
る
全
羅
南
道
の
前
国
立
光
州
博
物
館

長
・
李
乙
浩
さ
ん
、
建
て
る
会
代
表
・

辛
さ
ん
ら
百
人
が
参
加
。
日
本
側
か
ら

は
、
西
田
代
議
士
、
桝
田
市
長
の
外
、

大
洲
側
の
窓
口
と
し
て
建
立
運
動
に
尽

力
し
て
き
た
中
村
泰
さ
ん
(
印
歳
リ
宇

和
町
在
住
H
H
)

ら
六
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。式

で
は
、
建
て
る
会
を
代
表
し
て
、

辛
代
表
が
「
日
韓
は
、
近
く
て
遠
い
関

係
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
秀
吉
の
侵
略

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過

去
の
汚
点
に
ふ
た
を
し
て
友
好
を
と
な

え
て
も
、
無
意
味
な
こ
と
。
こ
の
記
念

碑
は
、
あ
の
時
代
の
実
状
と
、
そ
の
影

に
咲
い
た
人
々
の
交
流
を
物
語
っ
て
く

れ
ま
す
。
歴
史
の
中
か
ら
、
明
日
へ
の

教
訓
を
学
び
、
人
間
的
交
流
の
重
要
性

を
知
る
よ
す
が
と
な
る
で
し
ょ
う
し
と

あ
い
さ
つ
。
時
代
を
超
え
た
文
化
と
こ

こ
ろ
の
交
流
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

児
童
手
当
の
現
況
届

六
月
中
に
手
続
き
を
|

児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る
人

は
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞

に
、
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
、
大
洲

市
福
祉
事
務
所
又
は
各
連
絡
所
へ
提
出

し
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
屈
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
や
、
六
月
一
日
現
在
で
の
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
、

毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

期
限
内
に
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

六
月
分
以
後
の
手
当
の
支
払
が
停
止
さ

れ
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
必
要
書
類
な
ど
は
、
六
月
上

旬
ま
で
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
六
月

中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な
い
場

気軽f~お尋ねください f

総合案内窓口を新設

合
に
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は
次

の
と
わ
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な
い

人
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

。
受
給
要
件
。

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し

て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
細
は
福
祉
事
務
所
庶
務
係
ま
で
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
2

「
h
d

大洲市では、来!デ者のみなさん

の混雑を防ぐため、 4月から、市

民課に総合案内窓口を設置しまし

た。

とこの仕事は、どの部局が担当し

ているのだろうつミ ご今日参加す

る予定の会合は、どこで開催され

るの だろ う? となどのご質問にお

答えするための窓口です。来庁の

際は、気軽にご利用くだ、さい。



平成2年 6月1日

お
子
さ
ん
の

=愛媛県=組織を改正

おおず広報

愛媛県では、 4年目を迎えた生活文化県政の一層の推進

に取り組むため、このほど、 4月 1日付の組織改正を発表

しました。

主なものは、 次のとわりです。

改正時期 改 正 内 nノe、7、 担 当 事 務

県民福祉部「婦人局」及び「婦 「婦人の地位向上と社会参加」を

人生活諜」の設置 促進するため、総合的な婦人対策

に当たるとともに、消費者保護行

政等を担当します。

「リゾート斑」の設置 「潤いと活力ある愛媛づくり」

2年4月 (調整振興部ふるさと整備課内) を進めるため、えひめリゾート関

改 正 発構想の事業展開を促進します。

教育委員会事務局管理部 芸術文化の振興・普及、文化財

「芸術・文化財室」の設置 の保存・活用、埋蔵文化財の発掘

調査等を行います。

新居浜社針果険事務所の設置 西条市以東の社会保険業務を担

当します。

2年6月
財団法人愛媛県長寿社会振興協 「幸せで明るい長寿社会づくり」

予 山疋
会(仮称)の設置 を進めるため、高齢者の生きがい

と健康づくりを行います。

中予地区水産試験場(仮称)及び 中予地区を中心とした水産技術

中予地区栽培漁業センター(仮 の試験研究及び種苗の生産を行い

2年12月 称)の設置 ます。

予 { 疋 県立中央病院周産期七ンターの 重症の新生児や未熟児に対する

設置 集中的かっ高度な治療を実施しま

す。
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お
く
り
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称
略
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毎女
子



おおず広報

水道工事は

公認業者で

6月 1日"'7日は

水道週間

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
給
水
し
て
い
る

水
道
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認
業
者
で
な

い
者
が
工
事
を
し
た
場
合
に
は
、
給
水

し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道
水

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
工
事

の
工
法
・
使
用
材
料
な
ど
に
細
か
い
基

準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
左
表
の
と
お

り
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て
、

管
工
事
協
同
組
合
(
宮
⑫
3
3
9
8
)

が
あ
り
ま
す
。

山
親
襲
撃
訟

法
詩
型
不
尽
古
川

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
っ
高
齢
化
社
会
と
差
別
し
出

家
庭
で
使
用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
今
日
、
栄
養
永
準
や
保
健
・
衛
生
環

記
録
し
、
中
小
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で
境
が
向
上
し
、
医
学
や
医
療
な
ど
も
進
歩

大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
し
た
た
め
、
人
々
は
長
生
き
で
き
る
よ

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
頃
は
、

き
、
有
効
期
間
(
八
年
)
が
定
め
ら
れ
明
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

て
い
ま
す
。
有
効
期
聞
が
来
る
も
の
に
向
現
在
で
は
、
平
均
寿
命
は
大
幅
に
伸
び

つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
吋
て
、
今
や
人
生
八
十
年
の
時
代
を
迎
え

す
の
で
、
水
道
業
者
が
お
伺
い
し
た
と
附
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

き
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
人
口
の
面
か
ら
見
て
も
、

A

一
一
十
年
後
に

闘
は
六
十
五
才
以
上
の
人
が
総
人
口
の
二

制
十
一
・
一
%
に
遣
す
る
と
推
定
さ
れ
て

間
お
り
、
超
高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
と

榊
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

附
こ
う
し
た
人
生
八
十
年
時
代
の
高
齢

時
化
社
会
の
中
で
、
人
々
は
長
生
き
で
き

仰
で
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
反
面
、
高
齢
者

向
を
め
ぐ
っ
て
の
社
会
的
問
題
が
考
え
ら

糊
れ
ま
す
。

開
そ
の
一
つ
は
、
高
齢
者
の
そ
の
生
年
口

問
方
に
よ
っ
て
は
、
周
囲
の
人
々
か
ら
疎

柏
外
さ
れ
か
ね
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
人

は
高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
、
心
身
共
に

柔
軟
性
が
乏
し
く
な
り
、
若
い
世
代
と

の
聞
に
価
値
感
の
隔
り
が
で
き
や
す
く
、

自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
り
、
か
た
く
な

な
生
き
方
を
す
る
傾
向
が
強
く
な
り
ま

す
。
そ
う
し
た
生
き
方
に
よ
っ
て
、
周

囲
の
人
々
か
ら
厄
介
視
さ
れ
た
り
、
疎

外
さ
れ
た
り
す
る
状
況
が
で
き
て
、
そ

の
こ
と
が
人
権
問
題
に
発
展
し
か
ね
な

メ
ー
タ
ー
の
取
り
蓄
え

に
ご
協
力
を

※
そ
の
他
、
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
水
道
課
ま
で
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
7
7

市の公認 業 者 一 覧 表

業 者 名 所 在 電 話

淳山水道工事庖 田 口 24-2583 

いの水道工事自 ィシ 24-2216 

イ弄 予 屋 f主 壬日Y又L 大 川| 24-2541 

内田電気水道設備 徳 ~木k 25-2858 

大 土家 主失 工 所 新 ~ 仁1 25-0300 

岡福水道工 事 庖 田 口 24-3656 

奥 田 オて 道 商 1ZL 三 キ由 木 24-3674 

神 田 量失 工 所 東大洲 23-3004 

域 戸 電 業 社 も恵 森 25-2944 

久 保 鉄 工 戸斤 八多喜 26-0537 

蔵 田 オて 道 庖 平 里子 24-5968 

イ主 藤 7J'( 道 届 渡 場 24-4410 

j竜 田 オ℃ 道 庖 新 ph  E1- 25-0901 

(楠土 居 鉄工 戸斤 東大洲 24-4519 

中野管工事工業 中 キナ 24-3792 

(有)南予水道住設 石一+キA 宮 24-4577 

西 田 71< 道 庖 八多喜 26-0265 

星 力日 鉄 工 所 // 26-0020 

(有) 丸 電 工 業 石~ 宮 24-5351 

原 言支 備 大 沙n24-3783 

四国設備管理センター 戸目孟手 田 25-4645 

神 南 言支 {龍 'l 25-4684 

平成2年 6月1日
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人
権
と
同
和
教
育

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
に
は
、
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
や

痴
呆
性
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
傾
向
の

中
で
、
そ
の
介
護
を
め
ぐ
っ
て
、
周
囲

の
人
た
ち
の
生
活
が
抱
束
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
が
多
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
現
在
、
全
国
で
六
十
五
才
以
上

の
寝
た
き
り
高
齢
者
は
三
十
六
万
五
千

人
、
痴
呆
性
高
齢
者
は
約
五
十
万
人
と

い
わ
れ
、
な
お
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
人
々
の
大
半
が
家
庭
で

の
家
族
介
護
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
介
護
に
は
家
族
の
誰
か
に
大
き
な

負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
女
性

は
、
「
介
護
の
重
圧
は
、
家
族
特
に
嫁
に

し
か
わ
か
ら
な
い
。
高
齢
者
と
の
生
活

を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
は
、

冷
血
漢
と
い
う
だ
ろ
う
。
体
験
し
た
人

の
み
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
。

A
7
こ
の
苦
し
み
に
あ
え
い
で
い

る
人
た
ち
は
、
発
言
す
る
こ
と
ば
も
、

体
力
も
気
力
も
な
い
の
が
本
当
の
姿
で

あ
る
」
と
介
護
の
厳
し
さ
つ
ら
さ
を
訴

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
介
護
に
当

た
る
人
が
「
臼
分
だ
け
が
:
:
:
」
と
い

っ
た
被
害
者
意
識
を
持
ち
が
ち
に
な
り

さ
ま
ざ
ま
な
不
満
を
抱
か
せ
、
そ
の
結

果
、
高
齢
者
を
厄
介
視
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
そ
の
事
が
差
別
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
項
つ
づ
く
。
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平成2年6月1日

旅
の
思
い
出
山
上
田
ミ
ツ
ル
(
平
野
町
)

H

車

0
3
2
ハ
ワ
イ
G
旅
U

主
人
は
、
十
年
前
の
あ
る
寒
い
朝
、

高
血
圧
性
脳
内
出
血
の
た
め
突
然
倒
れ

ま
し
た
。
死
の
測
か
ら
生
還
し
た
主
人

は
、
長
年
に
渡
る
入
院
生
活
を
経
て
、

今
日
、
車
い
す
で
の
生
活
が
で
き
る
ま

で
に
回
復
し
た
の
で
す
。

そ
ん
な
主
人
の
元
へ
、
夢
の
よ
う
な

ハ
ワ
イ
旅
行
の
ム
お
誘
い
が
来
た
の
は
、

昨
年
十
二
月
の
こ
と
で
し
た
。
期
間
は

一
週
間
、
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

J
R
大
洲
駅
の
駅
長
さ
ん
で
し
た
。

主
人
の

H

ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
ω

と

の
願
い
を
か
な
え
て
あ
げ
た
く
て
、
職

おおず

V
娯
楽
の
面
で
は
、
質
的
に
は
大
阪
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

‘l

方
が
上
だ
と
思
い
ま
す
が
、
花
火
を
楽

強
い
で
す
ね
:
:
し
む
に
し
て
も
、
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
に

V
大
阪
府
羽
曳
忠
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
で
も
、
気
軽
に
楽
し
め
る
と
い
う
点

V
主
人
が
大
阪
市
内
の
会
社
に
勤
務
し
で
は
、
大
洲
の
方
が
ず
っ
と
上
で
す
。

て
い
た
頃
、
知
人
の
紹
介
で
知
り
合
い
、

V
大
洲
へ
来
た
頃
は
、
長
引
せ
ら
し
い
H

結
婚
。
大
洲
へ
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
と
い
う
一
言
葉
や
、
料
理
の
味
付
の
濃
い
、

や

っ

て

来

ま

し

た

。

薄

い

を

N

か
ら
い
H

H

あ
ま
い
H

と一戸一ロ

V
以
前
は

H

道
も
悪
い
し
、
す
ご
い
所
う
あ
た
り
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で

だ
な
あ
〆
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、
今
し
た
。

は
、
道
路
事
情
も
ず
い
分
よ
く
な
り
、

V
大
洲
に
は
、
内
子
に
比
べ
て
も
見
劣

H

住
め
ば
都
H

と
勺
フ
感
じ
で
す
ね
。
り
し
な
い
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る

V
大
洲
と
い
う
所
は
、
地
域
内
で
の
人
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と

P
R
と

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
強
い
で
整
備
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

す
ね
。
大
阪
で
は
、
こ
れ
程
深
く
入
り

V
子
供
た
ち
(
貴
之
く
ん

1
高
校
一
年

込
ん
だ
近
所
づ
き
あ
い
と
い
う
の
は
、
日
、
将
之
く
ん
日
小
学
六
年

H
)
に
は
、

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
立
で
き
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

No.l06 

大塚婦美子さん

(新谷 42歳)

広報

場
、
友
人
、
子
供
た
ち
の
励
ま
し
に
支

え
ら
れ
、
十
二
月
十
六
日
に
日
本
を
出

発
。
不
安
な
が
ら
も
、
車
い
す
で
の
旅

が
始
ま
り
ま
し
た
。

飛
行
機
の
乗
り
降
り
で
は
、
主
人
や

私
に
な
る
べ
く
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ

う
に
と
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
方
が
子

を
借
し
て
く
だ
さ
り
、
観
光
地
で
の
パ

ス
の
旅
で
も
、
車
い
す
の
出
し
入
れ
な

ど
、
運
転
手
さ
ん
に
良
く
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
観
光
地
で
出
会
っ
た
人
一

人
ひ
と
り
が
、
障
害
者
に
手
を
借
し
て

く
れ
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
は
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
町
の
す
み
ず
み
ま

で
が
、
車
い
す
で
行
け
る
よ
う
に
、
配

慮
・
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
の
青
い
空
と
海
、
水
平
線
に

沈
み
行
く
夕
陽
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き

誇
る
ブ

l
ゲ
ン
ピ
リ
ア
の
花
々
・

同
行
し
た
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
と
手
助

け
の
お
か
げ
で
、
か
け
が
え
の
な
い
想

い
出
が
一
杯
で
き
ま
し
た
。

主
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
こ
の

想
い
出
を
心
の
支
え
と
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
一
週
間
、
車
い
す
を
押
し
、

時
に
は
主
人
を
お
ぶ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

J
R
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
今
後
も
、

夢
の
少
な
い
障
害
者
が
、
色
々
な
ツ
ア

ー
で
楽
し
い
旅
の
で
き
る
こ
と
を
お
祈

り
し
ま
す
。

パスポートの申請手続きが

県では、旅券(ノfスポート)の申請受理及

び交付事務を行っていますが、旅券法の改正

により、 4月 1日 か ら 申 請 子 続 が 変 わ り ま し

た。主な改正点は次のとおりです。

0パスポートが 5年 間 有 効 の 数 次 旅 券 に 一 本

化され、特別な場合を除いて、一回旅券はな

くなりました。

0 お手持ちの旅券の本籍・氏名など、記載事

項に変更が出た場合には、原則として新規に

旅券を取得していただきます(訂正申請をす

ることもできます)。

0代理申請が幅広く認められます

事前に手続きが必要です)。

※詳しくは、県庁観光国際課旅券係

(fi089同])2111 内線2216・2217)

変わりました
新

刊

図

書

案

内

愛
媛
の
気
象
一

O
O年

松
山
地
方
気
象
台
編

愛
媛
県
1
一
む
地
形
図

タ
ミ

i
工
芸
社

昭

和

天

皇

全

鑑

重

盛

聖

治

編

日
本
防
災
百
年
史
行
政
通
信
社

読

売

年

鑑

別

森

岸

生

編

成

功

一

直

線

夏

目

志

郎

著

仏

教

文

化

事

典

伐

成

出

版

社

探
訪
日
本
の
古
寺
相
賀
徹
夫
編

土
方
歳
三
を
歩
く
野
出
雅
子
・
他
著

国

際

情

報

落

合

信

彦

著

新
法
律
学
辞
典
竹
内
昭
夫
・
他
編

H
は
ま
た
沈
む

B
・
エ
モ
ッ
ト
著

岳
史
よ
、
生
命
あ
る
か
ぎ
り

加
東
康
一
著

久
松
育
子
著

玄
米
健
康
食
入
門

(ただし、

まで

市
立
図
書
館
|

リ

ゾ

ー

ト

ハ

ウ

ス

瀬

川

誠

編

原
発
が
と
ま
っ
た
日
広
瀬
隆
編
著

集
客
力
電
通
集
客
装
置
研
究
会
編

レ
タ
リ
ン
グ
エ
ッ
セ
ン
ス大

町
尚
友
著

こ
と
ば
の
世
間
学
木
村
正
男
著

り

ん

ご

の

一

課

俵

万

智

著

落
第
坊
主
の
履
歴
書
遠
藤
周
作
著

鬼
と
人
と
上
・
下
堺
屋
太
一
著

犬

の

い

る

窓

平

岩

弓

枝

著

小

伝

抄

星

川

清

司

著

ネ
コ
パ
パ
の
い
る
町
で瀧

津
美
恵
子
著

こ
の
国
の
か
た
ち
一
司
馬
遼
太
郎
著

わ
た
し
の
白
然
日
記
C
W
ニ
コ
ル
著

エ
デ
ン
の
西
上
・
下

F
-
ロ
ー
ズ
著

市
立
図
書
館
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平成2年 6月1日 広 報 お お ず

蛮身.ノ肱南ピクニックグラウンド

時議輔畿臨吋鴻込山

1'r /.-:;岳山|

4.15.さくらまつり、ソフトボール大会

， v ，~，，^-.-， ... 

( [い1市一部剖酌肝向…1j同淵1優慨憂醐勝
車結吉 ③大洲リ卜jルレジヤイアンツ l 
果{口2部]優勝:平スポ一ツ少年団A ②大洲リトルジヤ|

イ7ンツB ③平野スポ少、平スポ少B ) 

皆好 信受しルる率
電波 みさな電妨信F章 か l たよ我

ん電波害 しルめくが んの波法が害、を、使国 手用リ
ご利達後を や不電電つで なな
協カを 用反を 重法波波ては イ護旬呆 く の

環Fイ乍 た装嬰無 訟 を 00未ち 線で使民重 そ力
ぉ 然ま 局定用生要 閏 うで願 にせ通にめす活な
いる防ん信よてるに電 。/1 とEヨ
し たぎ。へるいと役波 I~包

まめ、 の放まき立を
0/10 信

すに良 混送すので効。、。

肱南グラウンドの再整備が3月末完了し、

肱南ピクニックグラウンドとして生まれ変

わりました。この再整備は、 「大洲市花と

緑の都市モデル地区整備事業」の一環とし

て行われたもので、総事業費は約4，500万

円。

幸庁しくなったグラウンドには、ぶらんこ

などの遊具の外、ベンチ、テープルセット

などがあり、日時計も設置されています。

周囲には、つつじなどの低木約 4，000本が

植えられ、水と緑に固まれた素適な空間に

演出されました。

h
p
川

観

桜

AQE 

八重の艶姿香

つつじの色香

4

司
印
つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会
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平成2年 6月1日

相談ごと案内
いず れ も 無 料 です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 6月 8日

6月20日

ところ 市役 所

砂人権相談

と き 6月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

とき 6 月 5 日 13時~16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂心配こeと相談

とき 6月 1、 11、20、25日

13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

惨行政相談

と き 6月20日 9 a寺~12日寺

ところ 市役 所 2階会議室

急、ぐ時はE⑪ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 6 月 5 、 20 日 10時~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担 当松山西社会保険事務所

惨栄養士による健康相談

と き 6月28日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上 の 人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪6100

大洲福祉会館E⑮ 0947

惨不動産無料相談

と き 6月15日 9 時~16日寺

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田了 4

線
機
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
》受

付
時
間

島

実

施

日

該

当

者

6
月
5
日
(
火
)
平
成
2
年
1
月
生
※

6
月
ロ
日
(
火
)
平
成
元
年
日
月
生
※

6
月
比
日
(
木
)
昭
和
臼
年
日
月
生

6
月
凶
日
(
火
)
平
成
元
年
7
月
生
※

6
月
白
日
(
火
)
昭
和
白
年
5
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
手
帳

乳

幼

児

健
康
診
断

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

6
月

7
日
(
木
)

6
月
8
日
(
金
)

6
月
お
日
(
木
)

6
月
却
日
(
金
)

所

場
一
市
民
会
館

一
保
健
セ
ン
タ
ー
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日
(
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月
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日
(
金
)

6
月
お
日
(
木
)

6
月
却
臼
(
金
)

受
付
時
間
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時

1
日
時

検

診

料

9
0
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円

対

象

者

ω歳
以
上
の
人

所

場
一
市
民
会
館

一
保
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ー
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人

が
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検

診
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子
宮
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円
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検
診
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0
円

叩
歳
以
上
の
女
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健
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刊
日

(
日
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日 17
)日

6
月
但
日

石
川
内
科
(
若
宮
)

宮
⑪
3
3
0
6

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
⑫
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

石
村
整
形
外
科
(
若
宮
)

宮
⑫
5
7
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

大
洲
記
念
病
院
(
徳
森
)

日

宮
(
⑪
2
0
2
2

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
h

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
7
日
(
木
)

場

所

時

間

大
洲
市
役
所

9
時
却
分

i
u
時

市
立
大
洲
病
院
日
時
i
M
時

6
月
刊
日
(
木
)

A
コ
l
プ
大
洲
庖

9
時
回
分

1
ロ
時

大

洲

精

神

病

院

日

時

i
H
時
部
分

大

洲

記

念

病

院

日

時

1
日
時
泊
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

6
月
加
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

6
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
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願
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ま
す
。
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⑪
3
1
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。
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方
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別
(
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行
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車
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動
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イ
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用
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書
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し
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所
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・
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作
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簡
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入
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イ

ラ
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て
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い
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応
募
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年
六
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十
五
日
消
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有
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応
募
先
・
問
い
合
せ
先
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東
京
都
中
央
区
築
地
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の
日
の

日
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孝
詑
ピ
ル
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号
「
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間
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事
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ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

4月末までの

大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

f牛 数 6 9 5 4 

負傷者 9 4 6 3 

死 者 。 2 
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